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（Laffer Curve）
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税率を上げれば国の金庫は潤いそうに思えます。税金は稼いだお金に税率を掛けて集めるので、税率が2
倍になれば税収も2倍にならないと計算が合いません。しかし、本当に税率を果てしなく上げても税金は
増え続けるのでしょうか。 極端な場合を思い浮かべると答えが見えてきます。税率が0%なら、政府は1
円も集められません。反対に税率が100%なら、稼いだお金をすべて取られてしまうので、誰も公式に働
いたり所得を申告したりしようとせず、やはり集めるお金がなくなります。両端で税収がどちらも0なら、
その間のどこかに税収が最も多くなる税率があるはずです。この関係を山形のグラフに描いたものが
「ラッファー曲線（Laffer Curve）」です。 本記事では、ラッファー曲線が紙ナプキンの上で生まれた
話から、曲線が描かれる原理、実際の政策で起きたこと、そして経済学者たちの評価まで、順に見てい
きます。 税率と税収の間にある山形の曲線 紙ナプキンの上で生まれた曲線 ラッファー曲線という名前
はアメリカの経済学者アーサー・ラッファー（Arthur Laffer）に由来しますが、考え方そのものはずっ
と古くからあります。 (1) 1974年、ワシントンの食事の席1974年、ワシントンのあるホテルのレストラ
ンで、ラッファーはフォード政権のディック・チェイニー、ドナルド・ラムズフェルドと会いました。
政府の増税計画に反対していたラッファ


